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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチ可能な表面上に映像を表示するディスプレイと、
　前記ディスプレイの下部に位置し、非可視光が投射される拡散板と、
　前記拡散板の上部に位置し、非可視光を放射する非可視光源と、
　前記拡散板の下部に位置し、前記拡散板に可視光を放射する可視光源と、
　前記拡散板の下部に位置し、前記拡散板に投射される非可視光をセンシングして映像デ
ータを取得するセンシングアレイと、
　前記拡散板に投射された可視光の量を選択的に調節する制御部と、
　を含み、
　前記拡散板及び前記可視光源により前記ディスプレイのバックライトユニットが構成さ
れ、
　前記制御部は、前記非可視光がセンシングされた前記映像データに基づいて前記可視光
源をオン／オフするか、あるいは前記可視光源の光量を制御する、
ことを特徴とするセンシング装置。
【請求項２】
　前記センシングアレイは、前記タッチ可能な表面の上部から一定の距離離隔して位置す
るオブジェクト、または前記タッチ可能な表面をタッチしたオブジェクトをセンシングし
、前記表示された映像は前記オブジェクトのセンシングによって変更されることを特徴と
する請求項１に記載のセンシング装置。
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【請求項３】
　前記タッチ可能な表面の上部から一定の距離離隔して位置するオブジェクトがセンシン
グされた場合、前記表示された映像の一部は、前記タッチ可能な表面上に前記オブジェク
トが接近した前記タッチ可能な表面の一部に対応して変更されることを特徴とする請求項
１に記載のセンシング装置。
【請求項４】
　前記表示された映像の一部は、前記表示された映像の一部の明るさ制御に基づいて変更
され、前記明るさ制御は、前記拡散板に投射された可視光量を調節することによって変更
されることを特徴とする請求項３に記載のセンシング装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記タッチの強度に基づいて前記タッチされた領域に対応する可視光の
量を制御することを特徴とする請求項２に記載のセンシング装置。
【請求項６】
　前記拡散板の上部に位置して、前記非可視光源から放射された非可視光を全反射させる
光ガイドをさらに含み、
　前記非可視光源は、
　前記光ガイドの内部または前記オブジェクトに非可視光を放射する請求項２に記載のセ
ンシング装置。
【請求項７】
　前記オブジェクトは、
　前記拡散板の上部または前記拡散板の上部から一定の距離を離して位置し、
　前記センシングアレイは、
　前記オブジェクトによって反射された非可視光をセンシングする請求項２に記載のセン
シング装置。
【請求項８】
　前記センシングアレイは、
　前記非可視光源から放射された非可視光が前記光ガイドの内部で全反射される時、前記
オブジェクトによって全反射が妨げられた位置をセンシングする請求項６に記載のセンシ
ング装置。
【請求項９】
　前記非可視光源は、
　前記拡散板から一定の距離だけ離隔しながら、タッチ映像をセンシングするための非可
視光を前記拡散板に放射する請求項１に記載のセンシング装置。
【請求項１０】
　前記非可視光源は、
　前記拡散板に垂直に非可視光を放射するか、または前記拡散板と一定の角度をなして放
射する請求項９に記載のセンシング装置。
【請求項１１】
　前記可視光源は、
　前記拡散板に対して垂直に下部に位置して、前記拡散板に直接可視光を放射する請求項
１に記載のセンシング装置。
【請求項１２】
　前記可視光源は、
　前記拡散板に対して下部の端に位置して、ウェーブガイドを介して可視光を反射させて
前記拡散板に可視光を放射する請求項１に記載のセンシング装置。
【請求項１３】
　前記センシングアレイは、
　前記拡散板に投射される非可視光をセンシングしてポインティングされる前記非可視光
源の座標を検出する請求項１に記載のセンシング装置。
【請求項１４】
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　前記センシングアレイは、
　前記オブジェクトによって非可視光が遮られて前記拡散板の内部に発生する影の位置を
検出する請求項２に記載のセンシング装置。
【請求項１５】
　前記センシングアレイは、前記のタッチ可能な表面の１または２次元以上の座標による
非可視光の強度を測定するために、センサが２次元マトリックス形態に配置されることを
特徴とする請求項１に記載のセンシング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　センシングアレイを用いてタッチ映像または目標映像をセンシングすることのできるマ
ルチタッチセンシング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近ディスプレイ技術が発展するに伴ない、ディスプレイをタッチするオブジェクトの
位置を識別する技術に関心が高まっている。タッチやスケッチに反応するディスプレイを
実現するにあたり、平面の白色光（Ｗｈｉｔｅ　Ｌｉｇｈｔ）を提供するバックライトユ
ニットに取付けられた既存のＬＣＤディスプレイにタッチセンサを結合すると、平面光の
不均一性が生ずる可能性がある。
【０００３】
　従来では、ＬＣＤディスプレイの上段に位置するオブジェクトをセンシングするために
拡散板を除去してＩＲセンサを備える構造が提案された。このような構造の場合、ＩＰ光
源の経路は確保されるが、ＬＣＤディスプレイから出力される映像の品質が低下し、ＬＣ
Ｄディスプレイの下段に存在するタッチセンサまで露出するという問題点があった。
【０００４】
　したがって、高品質の映像を出力しながらも、オブジェクトのタッチおよびオブジェク
トの形態を検出するための光源の位置をさまざまに変化することのできるタッチおよび近
接するオブジェクトセンシング装置が求められる。また、ユーザがタッチできるディスプ
レイパネルが携帯用機器に用いられることにより、タッチセンシング装置の厚さを減少さ
せられる構造も求められる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのものであり、センシングアレイを用いたマ
ルチタッチセンシング装置および近接オブジェクトを用いたセンシング装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　センシング装置は、非可視光が投射される拡散板と、拡散板下部に位置して拡散板に可
視光を放射する可視光源と、拡散板下部に位置して拡散板に投射される非可視光をセンシ
ングするセンシングアレイとを含んでもよい。
【０００７】
　また、拡散板上部に位置して、オブジェクトによって発生されるタッチ映像または目標
映像をセンシングするための前記非可視光を放射する非可視光源をさらに含んでもよい。
【０００８】
　また、拡散板上部に位置して、非可視光源から放射された非可視光を全反射させる光ガ
イドをさらに含んでもよい。この時、非可視光源は、光ガイド内部またはオブジェクトに
非可視光を放射してもよい。ここで、オブジェクトは、光ガイドの上部または光ガイドの
上部から一定の距離を離して位置してもよい。それにより、センシングアレイは、オブジ
ェクトによって反射された非可視光をセンシングしてもよい。
【０００９】
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　また、センシングアレイは、非可視光源から放射された非可視光が光ガイド内部で全反
射される時、オブジェクトによって全反射が妨げられた位置をセンシングしてもよい。
【００１０】
　また、非可視光源は、拡散板から一定の距離だけ離隔しながら、タッチ映像をセンシン
グするための非可視光を拡散板に放射してもよい。この時、非可視光源は、拡散板に垂直
に非可視光を放射するか、または拡散板と一定の角度をなして放射してもよい。
【００１１】
　また、可視光源は、拡散板に対して垂直に下部に位置して、拡散板に直接可視光を放射
してもよい。
【００１２】
　また、可視光源は、拡散板に対して下部の端に位置して、ウェーブガイドを介して可視
光を反射させ、拡散板に可視光を放射してもよい。
【００１３】
　センシング装置は、非可視光が投射される拡散板、および拡散板下部に位置して拡散板
に投射される非可視光をセンシングするセンシングアレイを含んでもよい。
【００１４】
　また、前記拡散板の上部に位置して、オブジェクトによって発生するタッチ映像または
目標映像をセンシングするための前記非可視光を放射する非可視光源をさらに含んでもよ
い。
【００１５】
　さらに、前記非可視光源は、前記拡散板に垂直に非可視光を放射するか、または前記拡
散板と一定の角度をなして放射してもよい。
【００１６】
　センシング装置は、可視光を放射するＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）と、前記ＯＬＥＤが配置されたＯＬＥＤパネルと、前記ＯＬ
ＥＤパネルの上部に位置し、前記ＯＬＥパネルに非可視光を放射する非可視光源と、前記
ＯＬＥＤが用意されたＯＬＥＤパネルの下部に位置して、前記ＯＬＥＤパネルに投射され
る非可視光をセンシングするセンシングアレイとを含んでもよい。また、センシング装置
は、タッチ可能な表面上に位置する拡散板と、前記拡散板の上部に位置し、非可視光を放
射する非可視光源と、前記拡散板の下部に位置し、前記拡散板に可視光を放射する可視光
源と、前記拡散板の下部に位置し、前記非可視光をセンシングするセンシングアレイと、
前記拡散板に投射された可視光の量を選択的に調節する制御部とを含んでもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　可視光源およびセンシングアレイを拡散板の下部に配置して映像をディスプレイとタッ
チ映像をセンシングすることにより、マルチタッチセンシング装置の厚さを減少させるこ
とができる。
【００１８】
　また、センシングアレイが拡散板の下部に配置されて可視光源がセンシングアレイに影
響を受けないため映像の品質を向上させることができる。
【００１９】
　また、拡散板の下部に配置された特定個数のセンシングアレイだけでもタッチ映像をセ
ンシングすることができるため、マルチタッチセンシング装置の価格を節減することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】非可視光源が端に配置されたマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセン
シング装置を示す図である。
【図２】非可視光源を離して配置したマルチタッチセンシング装置を示す図である。
【図３】非可視光源を離して配置したマルチタッチセンシング装置を示す図である。



(5) JP 5843438 B2 2016.1.13

10

20

30

40

50

【図４】ウェーブガイドを用いたマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシン
グ装置の構成を示す図である。
【図５】ウェーブガイドを用いたマルチタッチセンシング装置の構成を示す図である。
【図６】ウェーブガイドを用いたマルチタッチセンシング装置の構成を示す図である。
【図７】複数の非可視光源を用いるマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシ
ング装置の構成を示す図である。
【図８】複数の非可視光源を用いるマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシ
ング装置の構成を示す図である。
【図９】オブジェクト周囲の非可視光を用いたマルチタッチセンシング装置の構成を示す
図である。
【図１０】ユーザのタッチに基づいて制御部で可視光源を制御するマルチタッチおよび近
接オブジェクトセンシング装置を示す図である。
【図１１】ディスプレイパネルとしてＯＬＥＤパネルを用いるマルチタッチセンシング装
置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、添付された図面に記載された内容を参照しながら本発明に係る実施形態を詳細に
説明する。ただし、本発明が実施形態によって制限されたり限定されることはない。また
、各図面に提示された同一の参照符号は同一の部材を示す。
【００２２】
　図１は、非可視光源が端に配置されたマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセ
ンシング装置を示す図である。
【００２３】
　図１を参照すれば、マルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシング装置１０
０は、ディスプレイパネル１１０、拡散板１２０、可視光源１３０、非可視光源１４０、
光ガイド１５０、およびセンシングアレイ１６０を含む。
【００２４】
ディスプレイパネル１１０は、マルチタッチセンシング装置１００の上段に配置されて映
像を表示する。この時、ディスプレイパネルはＬＣＤパネルとしてもよい。また、ディス
プレイパネル１１０として、タッチ可能な表面を通して見えるグラフィック映像を表示す
ることのできるタッチ可能な表面（ｔｏｕｃｈａｂｌｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）を用いてもよ
い。
【００２５】
　拡散板１２０（Ｄｉｆｆｕｓｅｒ）は、ディスプレイパネルの下部に配置され、可視光
源１３０から入射される可視光を発散（Ｄｉｆｆｕｓｅ）、拡散（Ｓｐｒｅａｄ　Ｏｕｔ
）、および散乱（Ｓｃａｔｔｅｒ）させ、平面状の可視光を放射する。この時、拡散板１
２０には可視光源１３０または非可視光源１４０で放射された可視光（Ｖｉｓｉｂｌｅ　
Ｌｉｇｈｔ）または非可視光（Ｉｎｖｉｓｉｂｌｅ　Ｌｉｇｈｔ）が入射される。
【００２６】
　また、拡散板１２０は、可視光源１３０から入射された可視光を平面状に放射すること
ができる。この時、拡散板１２０には入射される光の均一性を維持しながらホットスポッ
ト（Ｈｏｔｓｐｏｔ）が除去されるようにパターンが形成される。ここで、ホットスポッ
トは、点光源または線光源を示す可視光源１３０により拡散板１２０の特定の部分に可視
光が集中することによって発生する。
【００２７】
　可視光源１３０は、拡散板１２０に対して垂直に下部に配置されて可視光を放射する。
すなわち、可視光源１３０は、拡散板１２０に対して直下型（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｔｙｐｅ）
に配置してもよい。この時、可視光源１３０は、ディスプレイパネル１１０上に映像を表
示するための可視光を拡散板１２０に直接放射する。結局、図１は、ディスプレイパネル
１１０でバックライトユニットが除去された形態で、拡散板１２０および可視光源１３０
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がバックライトユニットの機能を行うことができる。バックライトユニットが除去される
ことによって、マルチタッチセンシング装置１００の厚さを減少させることができる。
【００２８】
　一例として、可視光源１３０は線光源（ＣＣＦＬ）、点光源（ＬＥＤ）の形態にするこ
とができる。可視光源１３０から放射された可視光は、拡散板１２０を介して平面状の光
に変更されることができる。
【００２９】
　非可視光源１４０は、拡散板１２０の上部に配置されてオブジェクトによって発生され
るタッチ映像または目標映像をセンシングするための非可視光を放射する。この時、オブ
ジェクトは、光ガイド１５０の上部または光ガイドの上部から一定の距離を離して位置し
てもよい。
【００３０】
　一例として、図１に示すように、非可視光源１４０は光ガイドの上部に近接して位置し
たオブジェクト８００に非可視光を放射する。また、非可視光は、赤外線（ＩＲ）、また
は紫外線（ＵＶ）であってもよい。
【００３１】
　より詳しくは、オブジェクト２００が光ガイド１５０の上部表面に位置する場合、非可
視光源１４０はディスプレイパネル１１０の上部表面に位置するオブジェクト２００によ
ってディスプレイパネル１１０の背面に表示されたタッチ映像または目標映像をセンシン
グするための非可視光を放射する。ここで、目標映像は、ディスプレイパネル１１０の背
面に表示される映像のうち光ガイド１５０の上部に近接するオブジェクトによって反射さ
れ、オブジェクトの形を有する反射光の位置に該当する映像とすることができる。
【００３２】
　この時、非可視光源１４０は、ディスプレイパネル１１０の上面に位置する光ガイド１
５０内部と、光ガイド１５０の上部から一定の距離が離されたオブジェクト８００に光を
放射するための位置に配置される。一例として、非可視光源１４０はディスプレイパネル
１１０の上部の端に配置される。
【００３３】
　光ガイド１５０は、非可視光源１４０から放射された非可視光を全反射（ＴＩＲ：Ｔｏ
ｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｎａｌ　Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ）させる。一例として、光ガイド１５
０は、アクリル、ポリカーボネートプレートなどの透明材質で構成することができる。こ
の時、ユーザの手やスティックなどのオブジェクトがディスプレイパネル１１０の上部に
位置する場合、オブジェクトによって光ガイド１５０の内部で発生する全反射は妨げられ
る（ＦＴＩＲ：Ｆｒｕｓｔｒａｔｅｄ　Ｔｏｔａｌ　ｉｎｔｅｒｎａｌ　ｒｅｆｌｅｃｔ
ｉｏｎ）。
【００３４】
　センシングアレイ１６０は、拡散板１２０の下部に配置され、非可視光源１４０から拡
散板１２０に投射される非可視光をセンシングする。
【００３５】
　一例として、オブジェクト２００が光ガイド１５０の上部表面に位置する場合、センシ
ングアレイ１６０は、オブジェクト２００によって反射されて拡散板１２０に投射された
非可視光の位置を識別し、識別した位置に対応するタッチ映像をセンシングすることがで
きる。
【００３６】
　また、オブジェクト８００が光ガイド１５０から一定の距離を離して位置する場合、セ
ンシングアレイ１６０はオブジェクト８００によって反射されて拡散板１２０に直接投射
または透過する非可視光の位置を識別し、識別した位置に対応する目標映像をセンシング
することができる。
【００３７】
　一例として、目標映像としては、拡散板１２０に投射または透過するオブジェクトの形
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の反射光としてもよい。この時、オブジェクトは非可視光源１４０で非可視光がオブジェ
クトに放射されるように光ガイド１５０に近接して位置してもよい。
【００３８】
　また、センシングアレイ１６０は、光ガイド１５０で非可視光の全反射が妨げられた位
置を識別して、識別した位置に対応するタッチ映像をセンシングする。ここで、センシン
グアレイ１６０は、非可視光をセンシングすることのできる１つ以上の非可視光センサで
構成することができる。
【００３９】
　この時、非可視光センサは、フォトダイオード、フォトトランジスタとしてもよい。非
可視光センサは、センシングアレイ１６０でマトリックス状に配置され、非可視光源１４
０から放射される非可視光の光量によって変化する電圧または電流を読み出すことができ
る。そして、非可視光センサは、読み出した電圧または電流に基づいて２Ｄ座標に係るタ
ッチ映像の非可視光強度（Ｉｎｖｉｓｉｂｌｅ　Ｌｉｇｈｔ　Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ）を提
供することができる。
【００４０】
　一例として、図１０に示すように、可視光源１３０は制御情報を用いて制御部１０００
によって制御され、選択的にターンオン／オフ（ｔｕｒｎ　ｏｎ／ｏｆｆ）できる。また
、制御部１０００は可視光の光量を選択的に制御することができる。例を挙げて詳細に説
明すれば、可視光の光量は、タッチ可能な表面の２次元座標に対応する可視光源１３０の
ＬＥＤ位置で変わってもよい。ここで、制御情報は映像データに基づいて予め定義されて
もよく、センシングアレイ１６０によって獲得されてもよい。また、制御情報は、光ガイ
ドへのタッチ、拡散板１２０に投射される非可視光の影、および非可視光源１４０の動き
を含んでもよい。
【００４１】
　特に、ユーザが光ガイド１５０のタッチ可能な表面をタッチしたり、またはオブジェク
トを用いてユーザが光ガイド１５０のタッチ可能な表面をタッチした場合、制御部１００
０は、タッチ強度に基づいてタッチされた領域に対応する可視光の光量を制御してもよい
。また、制御部１０００は、タッチ動作に基づいて可視光源１３０を選択的にターンオン
／オフすることができる。
【００４２】
　この時、制御部１０００は、拡散板１２０に投射された非可視光の影または拡散板１２
０から一定の距離離隔した非可視光源１４０の動きを用いて可視光源１３０から放射され
る可視光量を調節することができる。
【００４３】
　一例として、拡散板１２０の上部でユーザの手またはレーザポインタなどのオブジェク
トを上、下、左、右、対角線に動かす場合に可視光量が調節される。すなわち、オブジェ
クトの動きによってディスプレイパネル１２０に表示される映像の明るさが調節される。
【００４４】
　これによって、オブジェクトのポインティング位置および動き情報をＬＣＤの情報を制
御する装置で送信してユーザ入力装置における機能が実行される。ここで、ＬＣＤの情報
を制御する装置をＰＣとしてもよく、ユーザ入力装置をマウス、またはキーボードとして
もよい。
【００４５】
　この時、映像データは、センシングアレイ１６０がオブジェクトによって反射する非可
視光またはオブジェクトの影または拡散板１２０に直接照射される非可視光をセンシング
して獲得する。
【００４６】
　図２および図３は、非可視光源を離して配置したマルチタッチセンシング装置を示す図
である。
【００４７】
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　図２を参照すれば、マルチタッチセンシング装置１００は、ディスプレイパネル１１０
、拡散板１２０、可視光源１３０、非可視光源１４０、およびセンシングアレイ１６０を
含む。
【００４８】
　ディスプレイパネル１１０は、マルチタッチセンシング装置の上段に配置されて映像を
表示する。
【００４９】
　拡散板１２０は、ディスプレイパネルの下部に配置され、可視光源１３０から放射され
た可視光を平面状に拡散する。
【００５０】
　可視光源１３０は、拡散板１２０に対して垂直に下部に配置されて可視光を放射する。
すなわち、可視光源１３０は、拡散板１２０に対して直下型とすることができる。この時
、可視光源１３０は、ディスプレイパネル１１０上に映像を表示するための可視光を拡散
板１２０に直接放射してもよい。
【００５１】
　非可視光源１４０は、拡散板１２０から一定の距離が離された位置からタッチ映像をセ
ンシングするための非可視光を拡散板１２０に放射する。この時、非可視光源１４０は、
図２のように拡散板１２０の上部と垂直に非可視光を放射してもよく、図３のように拡散
板１２０の上部と一定の角度をなして非可視光を放射してもよい。一例として、非可視光
源１４０は、ランプ、レーザポインタとしてもよい。
【００５２】
　センシングアレイ１６０は、拡散板１２０の下部に配置され、非可視光源１４０から拡
散板１２０に投射される非可視光をセンシングする。
【００５３】
　一例として、センシングアレイ１６０は、非可視光がオブジェクト２００によって反射
されて拡散板１２０に投射された光の位置を識別し、識別された位置に対応するタッチ映
像をセンシングする。ここで、センシングアレイ１６０は、図１のセンシングアレイ１６
０と同一であるため、重複する説明は省略する。
【００５４】
　また、センシングアレイ１６０は、拡散板１２０に投射された非可視光をセンシングし
て非可視光源１４０の座標を取得する。
【００５５】
　もし、レーザポインタが非可視光源１４０として用いられる場合、センシングアレイ１
６０は、拡散板１２０と一定の角度をなして投射された非可視光をセンシングし、レーザ
ポインタからポインティングされる座標を取得する。
【００５６】
　図４は、ウェーブガイドを用いたマルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシ
ング装置の構成を示す図である。図５および図６は、ウェーブガイドを用いたマルチタッ
チセンシング装置の構成を示す図である。すなわち、図４～図６は、図１～図３のマルチ
タッチセンシング装置のそれぞれにウェーブガイドを追加した図である。以下では、図１
～図３の構成要素と重複する構成要素に対する詳しい説明は省略する。
【００５７】
　まず、図４を参照すれば、マルチタッチおよび近接オブジェクトを用いたセンシング装
置４００は、ディスプレイパネル４１０、拡散板４２０、可視光源４３０、ウェーブガイ
ド４４０、非可視光源４５０、光ガイド４６０、およびセンシングアレイ４７０を含む。
【００５８】
　ディスプレイパネル４１０は、マルチタッチセンシング装置の上段に配置されて映像を
表示する。
【００５９】
　拡散板４２０は、ディスプレイパネルの下部に配置され、可視光源４３０から放射され
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た可視光を平面状の可視光として放射することができる。
【００６０】
　可視光源４３０は、拡散板４２０に対して下部の端に配置され、可視光を放射する。一
例として、可視光源４３０は、ディスプレイパネル４１０上に映像を表示するための可視
光をウェーブガイド４４０を介し拡散板４２０に放射する。この時、可視光源４３０は拡
散板４２０に対してエッジ型（ｅｄｇｅ　ｔｙｐｅ）に配置される。
【００６１】
　ウェーブガイド４４０は、拡散板４２０下部に配置され、可視光源４３０から放射され
た可視光を拡散板４２０に反射させる。一例として、ウェーブガイド４４０には、見て厚
さの異なるくさび型（Ｗｅｄｇｅ　Ｔｙｐｅ）を用いてもよい。また、厚さが同一の平板
型（ｐｌａｔe　ｔｙｐｅ）に反射パターンが彫られたウェーブガイド４４０を用いても
よい。これにより、拡散板４２０における放射可視光効率を向上させることができるだけ
でなく、均一の平面光のために端に位置する光源との距離に応じて反射パターンを異なる
ように調節することができる。
【００６２】
　非可視光源４５０は、拡散板４２０の上部に配置されてオブジェクトによって発生する
タッチ映像または目標映像をセンシングするための非可視光を放射する。
【００６３】
　光ガイド４６０は、非可視光源４５０から放射された非可視光を全反射させることがで
きる。
【００６４】
　センシングアレイ４７０は、ウェーブガイド４４０の下部に配置され、非可視光源４５
０から拡散板４２０に投射される非可視光をセンシングする。
【００６５】
　すなわち、オブジェクト２００が光ガイド４６０の上部表面に位置する場合、センシン
グアレイ４７０は、非可視光がオブジェクト２００によって反射されて拡散板４２０に投
射された光の位置を識別し、識別された位置に対応するタッチ映像をセンシングする。こ
の時、センシングアレイ４７０は光ガイド４６０で非可視光の全反射が妨げられた位置を
識別し、識別された位置に対応するタッチ映像をセンシングする。
【００６６】
　また、オブジェクト８００が光ガイド４６０から一定の距離を離して位置する場合、セ
ンシングアレイ４７０はオブジェクトによって反射されて拡散板４２０に直接投射または
透過する非可視光の位置を識別し、識別した位置に対応する目標映像をセンシングする。
【００６７】
　次に、図５および６を参照すれば、マルチタッチセンシング装置４００は、ディスプレ
イパネル４１０、拡散板４２０、可視光源４３０、ウェーブガイド４４０、非可視光源４
５０、およびセンシングアレイ４７０を含む。
【００６８】
ディスプレイパネル４１０は、マルチタッチセンシング装置の上段に配置されて映像を表
示する。
【００６９】
　拡散板４２０は、ディスプレイパネルの下部に配置され、可視光源４３０から放射され
た可視光を内部で発散、散乱して平面状に放射する。
【００７０】
　可視光源４３０は、拡散板４２０に対して下部の端に配置され、可視光放射する。この
時、可視光源４３０は、ウェーブガイド４４０を介して可視光を拡散板４２０に放射する
。
【００７１】
　ウェーブガイド４４０は、拡散板４２０下部に配置され、可視光源４３０から放射され
た可視光を拡散板４２０に反射させる。それにより、可視光源４３０から放射された可視
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光は、ウェーブガイド４４０を介して反射し、拡散板４２０に垂直に入射する。すなわち
、可視光源４３０は、拡散板４２０に対してエッジ型に配置される。
【００７２】
　非可視光源４５０は、拡散板４２０から一定の距離が離された位置からタッチ映像また
は目標映像をセンシングするための非可視光を拡散板４２０に放射する。この時、非可視
光源４５０は、図５のように、拡散板４２０の上部と垂直に非可視光を放射してもよく、
図６のように、拡散板４２０の上部と一定の角度をなして非可視光を放射してもよい。
【００７３】
　センシングアレイ４７０は、ウェーブガイド４４０の下部に配置され、非可視光源４５
０から拡散板４２０に投射される非可視光をセンシングする。
【００７４】
　また、センシングアレイ４７０は、拡散板４２０に投射された非可視光をセンシングし
て非可視光源４５０のポインティング座標を取得する。
【００７５】
　一例として、非可視光源４５０にレーザポインタが用いられる場合、センシングアレイ
４７０は拡散板４２０と一定の角度をなして投射された非可視光をセンシングしてレーザ
ポインタでポインティングされる座標を獲得することができる。
【００７６】
　他の例として、非可視光源４５０にＬＥＤポインタが用いられる場合、センシングアレ
イ４７０はＬＥＤポインタから垂直下方に放射され、拡散板４２０に投射された非可視光
をセンシングすることによってポインティング座標を獲得することができる。
【００７７】
　以上では、非可視光源が１つの場合に対して説明したが、図７および８のように、セン
シングアレイ４７０は複数の非可視光源４５１，４５３を用いてタッチ映像または目標映
像、拡散板４２０に投射される非可視光をセンシングしてもよい。すなわち、センシング
アレイ４７０は、光ガイド１５０の上部表面または光ガイド４６０の上部と近接して位置
したオブジェクトによって反射された光を用いてタッチ映像または目標映像をセンシング
してもよい。このとき、レーザポインタが非可視光源４５０である場合、センシングアレ
イ４７０はポインティングされる座標を獲得することができる。
【００７８】
　また、センシングアレイ４７０は、オブジェクト２００によって反射した非可視光以外
にオブジェクト２００周囲の非可視光が遮られて発生する影を用いてタッチ映像をセンシ
ングしてもよい。すなわち、図９のように、センシングアレイ４７０は拡散板４２０でオ
ブジェクト２００周囲の非可視光が遮られて発生する影９１０をセンシングしてタッチ映
像をセンシングしてもよい。このとき、非可視光源４５０は、ランプおよび太陽光を含ん
でもよい。
【００７９】
　以上、拡散板に投射されたタッチ映像または目標映像をセンシングする装置に対して説
明したが、本センシング装置は図１１に示すように、ＬＣＤパネルの代わりにＯＬＥＤパ
ネルをディスプレイパネルに用いてもよい。このとき、可視光源としてＯＬＥＤが用いら
れてもよい。
【００８０】
　図１１に示すように、センシング装置１１００は、ＯＬＥＤパネル１１１０、可視光源
１１４０、光ガイド１１５０、およびセンシングアレイ１１６０を含んでもよい。一例と
して、可視光源でＯＬＥＤを用いる場合、マルチタッチおよび近接オブジェクトを用いた
センシング装置１１００から拡散板を除去してもよい。それにより、センシングアレイを
ＯＬＥＤパネルの下部に位置して、ＯＬＥＤパネルに投射される非可視光をセンシングし
てもよい。
【００８１】
　図１１に示すように、センシング装置１１００は、ＯＬＥＤパネル１１１０、可視光源
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１１４０、光ガイド１１５０、およびセンシングアレイ１１６０を含んでもよい。一例と
して、ＯＬＥＤを可視光源として用いる場合、拡散板はセンシング装置１１００から除去
してもよい。すると、センシングアレイ１１６０は、ＯＬＥＤパネル１１１０の下部に位
置し、非可視光源１１４０によってＯＬＥＤパネルに投射される非可視光またはオブジェ
クト１２００、１８００によってＯＬＥＤパネルに反射された非可視光をセンシングする
ことができる。
【００８２】
　これによって、可視光源およびセンシングアレイはタッチ映像をセンシングし、映像を
表示するために拡散板の下部に位置してもよい。このように可視光源およびセンシングア
レイが拡散板の下部に位置することによって、センシング装置の全体の厚さが減少し得る
。
【００８３】
　また、センシングアレイは、拡散板の下部に位置することによって、可視光源はセンシ
ングアレイによって影響を受けられないことがある。これによって、映像の画質が向上さ
れる。
【００８４】
　また、拡散板下部に位置する予め設定された数のセンシングアレイを用いてタッチ映像
をセンシングすることによって、センシング装置の価格をダウンさせることができる。
【００８５】
　上述したように、本発明の好ましい実施形態を参照して説明したが、該当の技術分野に
おいて熟練した当業者にとっては、特許請求の範囲に記載された本発明の思想および領域
から逸脱しない範囲内で、本発明を多様に修正および変更させることができることを理解
することができるであろう。すなわち、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲に基づい
て定められ、発明を実施するための最良の形態により制限されるものではない。
【符号の説明】
【００８６】
１１０、４１０　ディスプレイパネル
１２０、４２０　拡散板
１３０、４３０　可視光源
１４０、４５０　非可視光源
１５０、４６０　光ガイド
１６０、４７０　センシングアレイ
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